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• どうして「アメフット」が人気がないのか？	
•  	Bimoraic	foot（２モーラフット／二拍の韻脚）	
•  	[２拍＋２拍	]にならないものは、どんな語か。	
• 略語では H、(左端の)	LH	が避けられる	(Ito,	1990)	は、本当か。
（H	=	Heavy	syllable	重音節				L	=	Light	syllable	軽音節）	

• 略語の形成過程で、アクセントは影響しないのか？	
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略語の分類と、そのアクセント調査 
～複合語を中心にして～

　 	a.	リモート・コントロール 	 	→ リモコン 
	b.	パーソナル・コンピューター 	→ パソコン 
	c.	クレジット・カード 	 	 	→ クレカ 

	



略語の分類と、そのアクセント調査 
～複合語を中心にして～

	a.	リモート・コントロール 	 	→ リモコン[２μ＋２μ] 
	b.	パーソナル・コンピューター 	→ パソコン	[２μ＋２μ] 
	c.	クレジット・カード 	 	 	→ クレカ	[２μ＋１μ] 

 
		



 [２μ＋１μ]
a.	トレーシング・ペーパー 	 	→  トレペ 
b.	クレジットカード 	 	 	→ 　 	クレカ	
c.	スーパーモデル 	 	 	 	→ 	スパモ	
d.	セイコーマート 	 	 	 	→　 	セコマ 	 
e.ダンス・パーティー  	 	→  ダンパ	

	 	 	 	 	 	 	（コスプレパーティー）	
f.	デパート・ガール	 	 	 	→　 	デパガ 
g.	コストパフォーマンス 	 	 	→ 	コスパ	
h.	ファミリーマート 	 	 	→ 	ファミマ	
i.	フリーマーケット	 	 	 	→ 	フリマ 
j. スクリーン・ショット 	 	 	→ 	スクショ	
k.	シャープペンシル＋ボールペン 	→  シャーボ（混成語）	
l.	テレホン・カード	  	 	→　 	テレカ  	 	

 	



 [１μ ＋２μ]

• テープレコーダー　 	→　テレコ	
• レモンスカッシュ 	à　レスカ	
• ライトノベル 	 	→　ラノベ	
• メールアドレス　 	→　メアド	
• ネットオカマ 	 	à　ネカマ	
　（複合語？）	



 [１μ ＋１μ]

• ベースアップ 	 	 	→　ベア	
• ステープル・ファイバー　	→　スフ （化繊）	
• モダン・ボーイ　 	 	→　モボ	
• モダン・ガール　 	 	→　モガ	
	



 [２μ ＋２μ]
a.	ポケットモンスター  	→  ポケモン 
b.	スケート・ボード  	→  スケボー 
c.	ワード・プロセッサー 	→  ワープロ 
d.	スーパー・コンピューター  →  スパコン 
e.	マザー・コンプレックス  →  マザコン 
f.	オフィス・コンピューター  →  オフコン	
g.	オペレーション・マニュアル  →  オペマニュ 
h.	ハンガー・ストライキ	  →  ハンスト 
i.	エンジン・ストップ  	→  エンスト 	
	



 [４μ	＋０μ]	 （語頭の４拍）	
a.	アパートメント 	 	→  アパート 
b.	デパートメント（ストア）  →  デパート  	
c.	インフレーション  	→  インフレ  	
d.	リストラクチャリング 	→  リストラ	
	[３μ	＋０μ]			
e.	アニメーション   →  アニメ 
f.	パーマネント    →  パーマ 
g.	デノミネーション   →  デノミ 
h.	アルバイト    →  バイト	
	[２μ	＋０μ]			
i.	コネクション  	 	→  コネ 
j.	ストライキ  	 	→  スト 
k.	アポイントメント  	→  アポ 
l.	オーケストラ　 	 	 	→ 	オケ 



その他

エンターテイ（ン）メント　→　エンタメ [３μ	＋１μ]	？	
アチーブメント・テスト　→　ア・テスト／アテスト [１μ	＋３μ]		
	
プラスチック・モデル	→　プラモデル [２μ	＋３μ]	→ プラモ	
	
コミック・マーケット	→　コミケット [２μ	＋３μ]		

	 	 	 	 	↓	
	 	 	 	　　コミケ  [２μ	＋１μ]	？　→ 夏コミ	
	 	 	 	 	　　　[３μ	＋０μ]	？	

	
	



•  [１μ＋１μ]	
•  [２μ＋１μ]	
•  [１μ＋２μ]	
•  [２μ＋２μ]	
•  [３μ＋１μ]	
•  [１μ＋３μ]　	
•  [２μ＋３μ] ／	(	[３μ＋２μ]	)	
•  [４μ＋０μ]、[３μ＋０μ]、[２μ＋０μ]	



漢字の複合語

a.	東京大学 	 	→ 	東大 	
b.	重要文化財 	 	→ 	重文 	
c.	軍備縮小	 	 	→ 	軍縮 	
d.	一般教養(科目)	 	→ 	般教	
e.	簡易保険	 	 	→ 	簡保 [２μ＋１μ]	
f.	日本銀行 	 	 	→ 	日銀	
g.	(国立)国語研究所 	→ 	国研	
h.	労働組合	 	 	→ 	労組 [２μ＋１μ]	
i.	外国為替 	 	 		→ 	外為 	



 
	a.模擬試験 	 	 	→  模試	[１μ＋１μ] 
	b.郵便貯金 	 	 	→  郵貯	[２μ＋１μ] 
	c.	家庭裁判所 	 	→  家裁	[１μ＋２μ] 
	d.	農林水産省 	 	→  農水省		[２μ＋２μ ＋２μ]	
		

	



略語か頭字語か？ 
漢字１文字＝１形態素

a.	東京大学 	 	→ 	東大	
b.	重要文化財 	 	→ 	重文 	
c.	軍備縮小	 	 	→ 	軍縮 	
d.	一般教養(科目)	 	→ 	般教	
e.	簡易保険	 	 	→ 	簡保 [２μ＋１μ]	
f.	日本銀行 	 	 	→ 	日銀	
g.	(国立)国語研究所 	→ 	国研	
h.	労働組合	 	 	→ 	労組	[２μ＋１μ]	
i.	外国為替 	 	 		→ 	外為 	



Acronym: 
a	word	formed	from	the	iniUal	leTers	or	groups	of	leTers	of	words	in	a	
set	phrase	or	series	of	words	and	pronounced	as	a	separate	word,	as	
Wac	from	Women‘s	Army	Corps,	OPEC	from	OrganizaUon	of	Petroleum	
ExporUng	Countries,	or	loran	from	long-range	navigaUon.	
	(dicUonary.com)	
	
頭字語◆例えば、North	AtlanUc	Treaty	OrganizaUon＝NATO（ネイ
トー）のように、頭文字を並べたものが一つの単語として発音可
能なもの。	
（アルク「英辞郎」）	



略語か頭字語か

a.	東京大学 	 	→ 	東大	
b.	重要文化財 	 	→ 	重文 	
c.	軍備縮小	 	 	→ 	軍縮 	
d.	一般教養(科目)	 	→ 	般教	
e.	簡易保険	 	 	→ 	簡保	
f.	日本銀行 	 	 	→ 	日銀	
g.	(国立)国語研究所 	→ 	国研	
h.	労働組合	 	 	→ 	労組 	
i.	外国為替 	 	 	→ 	外為 	



頭字語 (Acronym):
a.	太田高校	（おおたこうこう） 	→ 	太高（たたか）	
b.	館林高校	（たてばやしこうこう） 	→ 	館高（かんこう）	
c.	大阪大学	 	 	 	 	→　 	阪大（はんだい）	
d.	北海道大学 	 	 	 	→　 	北大（ほくだい）	
e.	落語研究会 	 	 	 	→ 	落研（おちけん） 	
	
	[２μ	＋２μ]				（a	=		[１μ	＋２μ]	）	
漢字１文字＝１形態素　⇒　漢字の切れ目で切れる。	



漢字の形態素は無視し、２拍の韻脚を形成 
　　　　　　　　　　　(Bimoraic foot)
a.	歩行者天国  	→  ほこ天／ホコ天 
b.	牛蒡の天ぷら  	→  ごぼ天	
c.	家庭教師 	 	→  かてきょう 
d.	固定ハンドルネーム →  こてハン 
e.	『試験に出る英単語』→ 	しけ単 
f.	居候弁護士  	→  いそ弁 
g.	土壇場キャンセル 	→  どたキャン 
h.	鰻どんぶり  	→  うなどん 
i.	釣り気違い  	→  釣りキチ 
j.	木村拓哉  	 	→  キムタク	



• 漢字よりも「拍の力」の方が強い！？	
• Bimoraic	foot（２モーラフット／二拍の韻脚）	



• 略語でしか使われない　婚活、ラン活、菌活、保活、ゆう活、
	 	 	 	 	コンパ、インフレ、デモ、	

　→漢字の持つ造語力	
	
• 略語の方がよく使われる　国連、リモコン、	

• どちらも使われる　就活／就職活動、	

→ クドヤーロワ（2015）	
	



1.  [２拍＋２拍	]にならないものは、どんな語か。	
	
2.		略語では、H、	(左端の)	LH	が避けられる	(Ito,	1990)	は、本当か。	
　デモンストレーション　→　 				デモ　 	L	L	

	 									 	 										 	 	*	デモン 	L	H	
														 	 	*	デモンス 	L	H	L	
	

Heavy	syllable:	重音節（特殊泊を含む音節）	
Light	syllable:	軽音節	

	 	 	 		
	



略語でなければ、いくらでも見つかる。
Heavy	syllable:	重音節  Light	syllable:	軽音節	

	
H	:		バー、カー、パン、法、能、本、塀、	
	
LH	:		カバー、グレー、コピー、スピン、スキャン、ダミー、	
機能、違法、図鑑、桔梗（キキョウ）、	
	
LHL	:		スキップ、スタント、スタンド、トラップ、トランプ、	
パレード、写真家、資産家、小坊主、	



アンケート

1.  	[２拍＋２拍	]にならないものは、どんな語か。	

2.   「略語では H、(左端の)	LH	が避けられる」 (Ito,	1990)	は、本当か。	
3.   略語の形成過程で、アクセントは影響しないのか？	



• 日本人３４名（10～30代の男女）	
	

• 年齢	
• 性別	
• 一番自然に出てくる言葉（方言）	
（例：京都方言、東京方言、関西方言、・・・）	



アンケート１（a.頭高型　b．平板型）

1.  サンデー・ゼミナール 	 	a.サゼミ 	b.サゼミ	
2.  パーティー・トラディショナル　a.パトラ　b.パトラ	
3.  レコーディング・テクニック 	a.レテク　 	b.レテク	
4.  マイクロ・ドライバー 	 	a.マドラ 	b.マドラ	
5.  ファミリー・センター　 	 	a.ファミセ 	b.ファミセ	
	
略語ではない３拍の外来語は原則として頭高型。	
李（1992）によると86.3%（ゆれのある語は含まず）。　	



アンケート１（a.頭高型　b.平板型）結果

1.  サンデー・ゼミナール 	 	 	a.サゼミ 	b.サゼミ	
2.  パーティー・トラディショナル　 	a.パトラ　 	b.パトラ	
3.  レコーディング・テクニック 	 	a.レテク　 	b.レテク	
4.  マイクロ・ドライバー 	 	 	a.マドラ 	b.マドラ	
5.  ファミリー・センター　 	 	a.ファミセ 	b.ファミセ	
	

１）b	（平板型）を選んだ人が圧倒的に多い。	
２）関西アクセント（４名）は全員 ｂを選んだが、東京アクセントの	
人（３０名）では多少のばらつきあり。	
	



アンケート２（a.頭高型　b．平板型）

1.  サンデー・ゼミナール 	 	a.サンゼミ 	b.サンゼミ	
2.  パーティー・トラディショナル　	a.パートラ 	b.パートラ	
3.  レコーディング・テクニック 	a.レコテク 	b.レコテク	
4.  マイクロ・ドライバー 	 	a.マイドラ 	b.マイドラ	
5.  ファミリー・センター　 	 	a.ファミセン	b.ファミセン	

4拍の外来語：−4型（頭高型）40.1%	
												 								−3型（中高型）24.3%							　　　	
　　　    										0型（平板型）20.0%														李（1992）       	



アンケート２（a.頭高型　b．平板型）結果

1.  サンデー・ゼミナール 	 	 	a.サンゼミ 	b.サンゼミ	
2.  パーティー・トラディショナル　 	a.パートラ 	b.パートラ	
3.  レコーディング・テクニック 	 	a.レコテク 	b.レコテク	
4.  マイクロ・ドライバー 	 	 	a.マイドラ 	b.マイドラ	
5.  ファミリー・センター　 	 	a.ファミセン	b.ファミセン	
6.  カラオケ・パーティー 	 	 	a.	カラパー 	b.	カラパー	

１）３名を除いて、全員が	b（平板型）を選択。	
２）３名のうち２名はパートラで頭高型を、	
									１名はカラパーで頭高型を選択。	



アンケート３（a, b どちらも頭高型）

1.  サンデー・ゼミナール 	 	a.サゼミ 	b.サンゼミ	
2.  パーティー・トラディショナル　	a.パトラ 	b.パートラ	
3.  レコーディング・テクニック 	a.レテク 	b.レコテク	
4.  マイクロ・ドライバー 	 	a.マドラ 	b.マイドラ	
5.  ファミリー・センター　 	 	a.ファミセ 	b.ファミセン	



アンケート３（a, b どちらも頭高型）結果
1.  サンデー・ゼミナール 	 	 	a.サゼミ 	b.サンゼミ	
2.  パーティー・トラディショナル　 	a.パトラ 	b.パートラ	
3.  レコーディング・テクニック 	 	a.レテク 	b.レコテク	
4.  マイクロ・ドライバー 	 	 	a.マドラ 	b.マイドラ	
5.  ファミリー・センター　 	 	a.ファミセ 	b.ファミセン	

[単一語]	ゴール、テレビ、ラジオ、プリン、チェーン、(86.3%)	
[略語 3+0]		マイク、ダイヤ、パーマ、コンビ、アニメ、	
テレカ（テレホンカード）は頭高型。	
	
結果はバラバラ	
	
	



アンケート３−２（改良）　 
                                       （a, b どちらも頭高型、cとしてa の平板型）　

1.  サンデーゼミナール 	 	 	a.サゼミ 	b.サンゼミ 	　c.	
2.  パーティートラディショナル　 	a.パトラ 	b.パートラ 	　c.	
3.  レコーディング・テクニック 	a.レテク 	b.レコテク 	　c.	
4.  マイクロ・ドライバー 	 	a.マドラ 	b.マイドラ 	　c.	
5.  ファミリー・センター　 	 	a.ファミセ 	b.ファミセン				c.	



アンケート３−２（改良）結果　 
                                         （a, b どちらも頭高型、cとしてa の平板型）　

1.  サンデーゼミナール 	 	 	a.サゼミ 	b.サンゼミ 	　c.	
2.  パーティートラディショナル　 	a.パトラ 	b.パートラ 	　c.	
3.  レコーディング・テクニック 	 	a.レテク 	b.レコテク 	　c.	
4.  マイクロ・ドライバー 	 	 	a.マドラ 	b.マイドラ 	　c.	
5.  ファミリー・センター　 	 	a.ファミセ 	b.ファミセン						c.	

平板型を選んだ人が多い。	
→複合語の略語のアクセントは平板型。	



アンケート４（特殊拍挿入・脱落） 

1.  （インストラクター）：イストラクター、インストラークター、
インストラックター	

2.  （コンピューター）：コンピーター、コンピュター、コ
ピューター、コンピュンター	

3.  （アイスホッケー）：アイスホケー、アイスホッケ、アス
ホッケー、アイスホケ、	

4.  （イベント・プランナー）：イベント・プラナー、イベー
ト・プランナー、イベト・プランナー、	

	



アンケート４（特殊拍挿入・脱落）結果
1.  （インストラクター）：イストラクター、インストラークター、
インストラックター	

2.  （コンピューター）：コンピーター、コンピュター、コピュー
ター、コンピュンター	

3.  （アイスホッケー）：アイスホケー、アイスホッケ、アスホッ
ケー、アイスホケ、	

4.  （イベント・プランナー）：イベント・プラナー、イベート・
プランナー、イベト・プランナー、	

	
長音の脱落が一番「分かってあげられる」（あまり大切ではない！？）	
　→再現性が高い	
/N/	(「ン」)の脱落・挿入は嫌われる。	
　→再現性が低い	



アンケート５

1.（カントリー・テンデンシー・コンプレックス）：	
カテンコ、カンテコ、カテコン、カテコ	
2.	（ベンチャー・マーケット・ムック）	
ベマム、ベマーム、ベンマム、ベンマーム	
3.（アトミック・インサイド・デザイナー）	
アトイデ、アインデ、アトイン、アイデザ	
4.（ゴースト・シーリング・プラスチック）	
ゴーシープラ、ゴシープラ、ゴシプラ、ゴーシプラ	



アンケート５（つづき） 

8.（カナダ温暖化防止会議）	
カ温防、カ温防議、カ温会議、	
9.（プレート寒冷帯バイオ研究所）	
プ寒研、プレ寒研、バイオ研、プバ研	
10.	（エネルギー海外研修）	
エ海研、エネ海、エネ研	



アンケート５（「軽音節＋重音節 」は嫌われるか）結果
1.（カントリー・テンデンシー・コンプレックス）：	
カテンコ、カンテコ、カテコン、カテコ	
2.	（ベンチャー・マーケット・ムック）	
ベマム、ベマーム、ベンマム、ベンマーム	
3.（アトミック・インサイド・デザイナー）	
アトイデ、アインデ、アトイン、アイデザ　　/oi/は二重母音	
	

☆左端の「軽音節＋重音節	(LH)	」は、選ばれにくい。	
★三語からなる複合語の略語は多くないので、無理がある。	
　→その場で略語を作ってもらったら面白かったかも。	



まとめ

[２拍＋２拍	]にならないものは、どんな語か。	
•  [１μ＋１μ]		ベア	
•  [２μ＋１μ]	クレカ、ダンパ、ファミマ、フリマ、スタバ、スクショ	
•  [１μ＋２μ]		メアド、ラノベ	

落ちるのは長音をはじめとする特殊拍の部分（←再現性が高い	!?）	
ラノベ（ライトノベル）も／ライ／の部分は二重母音（＝特殊泊）。	
	
パトカー、アル中のように「カー」「中」だけで意味を持つものは残
る（窪薗	2002,	森	2002）。？	
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•  FBI や WHO は 頭文字語。IniUalism	

• backronym			(or	bacronym)	
an	exisUng	word	turned	into	an	acronym	by	creaUng	an	apt	phrase	
whose	iniUal	leTers	match	the	word,	as	to	help	remember	it	or	offer	a	
theory	of	its	origin.	For	example,	rap	has	been	said	to	be	a	backronym	
of	“rhythm	and	poetry.”		(dicUonary.com)	



財務省検査	 	 	 	→ 	MOF検（MOF	= モフ） 
（ニュース・スタジオ？） 	→ 	Nスタ	



 [１μ ＋２μ]

• テープレコーダー　 	→　テレコ	
• ライトノベル 	 	→　ラノベ	
• メール・アドレス　 	→　メアド	


